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＜配置図＞ 

埼玉県志木市

志木市立志木小学校
地域コミュニティに支えられた学社融合施設

・資料が豊富な公共図書館を学校の図書室のように利用 
 

・ハードとソフトを使い分けた柔軟な防犯対策 
 

・施設の相互利用により、児童と地域の学習活動の幅を拡大 

■学校規模／24学級684名 
  （特別支援学級 2学級含む） 
■複合施設（床面積）／ 

 小学校（10,489㎡） 
    公民館（1,704㎡） 
    図書館（1,034㎡） 
■整備時期／平成15年 
■構造／SRC造 地下2階 地上4階 

施設整備の背景 

施設の配置・動線 

＜立面図＞ 

・学校と図書館・公民館で棟や入口は違うものの、明確な区分はほとんどなく、 
図書館などは児童と地域が同じ時間に利用している。 普通教室棟と生涯学習棟をつなぐ 

２階テラスとブリッジ 

・志木小学校と、近接する公民館・図書館の建物の老朽化・耐震化問題の 
   解決策として、学社融合施設とする案が浮上。 
・地域に開かれた学校とし、児童と地域の人が直接交流をもつことで、学習の 
相乗効果が現れることを期待した。 
・従来校舎のうち、北・西校舎は取壊し、南校舎は耐震補強をし残すこととした。 

図書館 
利用者 

児童 学童 
入所児童 

図書館 小学校 学童 

公民館 
利用者 
公民館 

８．

普通教室棟と生涯学習棟をつなぐ２階テラスとブリッジ

※月曜日は公民館・図書館が共に休館日のため、小学校で貸切のよ
うに使用することができる。

  施設の配置・動線  
・学校と図書館・公民館で棟や入口は違うものの、明確な区分はほとんどなく、図書館などは児童と地域が同じ時間
に利用している。

＜立面図＞ ＜配置図＞

　施設整備の背景　

・志木小学校と、近接する公民館・図書館の建
物の老朽化・耐震化問題の解決策として、学
社融合施設とする案が浮上。

・地域に開かれた学校とし、児童と地域の人が
直接交流をもつことで、学習の相乗効果
が現れることを期待した。

・従来校舎のうち、北・西校舎は取壊し、南校
舎は耐震補強をし残すこととした。

地域コミュニティに支えられた学社融合施設
・資料が豊富な公共図書館を学校の図書室のように利用
・ハードとソフトを使い分けた柔軟な防犯対策
・施設の相互利用により、児童と地域の学習活動の幅を拡大

8 埼玉県志木市
志木市立志木小学校

■学校規模／24学級684名
　（特別支援学級2学級含む）
■複合施設（床面積）／小学校（10,489㎡）

公民館（1,704㎡）
図書館（1,034㎡）

■整備時期／平成15年
■構造／SRC造地下2階地上4階

　管理・運営の体制　

施　設 利用時間（平日）
8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　 所　管 管理・運営

小学校 教育委員会 教育委員会

公民館 教育委員会 教育委員会

図書館 教育委員会 教育委員会

学童保育クラブ 市長部局 教育委員会

凡  例　

＜配置図＞ 

埼玉県志木市

志木市立志木小学校
地域コミュニティに支えられた学社融合施設

・資料が豊富な公共図書館を学校の図書室のように利用 
 

・ハードとソフトを使い分けた柔軟な防犯対策 
 

・施設の相互利用により、児童と地域の学習活動の幅を拡大 

■学校規模／24学級684名 
  （特別支援学級 2学級含む） 
■複合施設（床面積）／ 

 小学校（10,489㎡） 
    公民館（1,704㎡） 
    図書館（1,034㎡） 
■整備時期／平成15年 
■構造／SRC造 地下2階 地上4階 

施設整備の背景 

施設の配置・動線 

＜立面図＞ 

・学校と図書館・公民館で棟や入口は違うものの、明確な区分はほとんどなく、 
図書館などは児童と地域が同じ時間に利用している。 普通教室棟と生涯学習棟をつなぐ 

２階テラスとブリッジ 

・志木小学校と、近接する公民館・図書館の建物の老朽化・耐震化問題の 
   解決策として、学社融合施設とする案が浮上。 
・地域に開かれた学校とし、児童と地域の人が直接交流をもつことで、学習の 
相乗効果が現れることを期待した。 
・従来校舎のうち、北・西校舎は取壊し、南校舎は耐震補強をし残すこととした。 

図書館 
利用者 

児童 学童 
入所児童 

図書館 小学校 学童 

公民館 
利用者 
公民館 

８．

 児童　

＜配置図＞ 

埼玉県志木市

志木市立志木小学校
地域コミュニティに支えられた学社融合施設

・資料が豊富な公共図書館を学校の図書室のように利用 
 

・ハードとソフトを使い分けた柔軟な防犯対策 
 

・施設の相互利用により、児童と地域の学習活動の幅を拡大 

■学校規模／24学級684名 
  （特別支援学級 2学級含む） 
■複合施設（床面積）／ 

 小学校（10,489㎡） 
    公民館（1,704㎡） 
    図書館（1,034㎡） 
■整備時期／平成15年 
■構造／SRC造 地下2階 地上4階 

施設整備の背景 

施設の配置・動線 

＜立面図＞ 

・学校と図書館・公民館で棟や入口は違うものの、明確な区分はほとんどなく、 
図書館などは児童と地域が同じ時間に利用している。 普通教室棟と生涯学習棟をつなぐ 

２階テラスとブリッジ 

・志木小学校と、近接する公民館・図書館の建物の老朽化・耐震化問題の 
   解決策として、学社融合施設とする案が浮上。 
・地域に開かれた学校とし、児童と地域の人が直接交流をもつことで、学習の 
相乗効果が現れることを期待した。 
・従来校舎のうち、北・西校舎は取壊し、南校舎は耐震補強をし残すこととした。 

図書館 
利用者 

児童 学童 
入所児童 

図書館 小学校 学童 

公民館 
利用者 
公民館 

８．

 学童入所児童　

＜配置図＞ 

埼玉県志木市

志木市立志木小学校
地域コミュニティに支えられた学社融合施設

・資料が豊富な公共図書館を学校の図書室のように利用 
 

・ハードとソフトを使い分けた柔軟な防犯対策 
 

・施設の相互利用により、児童と地域の学習活動の幅を拡大 

■学校規模／24学級684名 
  （特別支援学級 2学級含む） 
■複合施設（床面積）／ 

 小学校（10,489㎡） 
    公民館（1,704㎡） 
    図書館（1,034㎡） 
■整備時期／平成15年 
■構造／SRC造 地下2階 地上4階 

施設整備の背景 

施設の配置・動線 

＜立面図＞ 

・学校と図書館・公民館で棟や入口は違うものの、明確な区分はほとんどなく、 
図書館などは児童と地域が同じ時間に利用している。 普通教室棟と生涯学習棟をつなぐ 

２階テラスとブリッジ 

・志木小学校と、近接する公民館・図書館の建物の老朽化・耐震化問題の 
   解決策として、学社融合施設とする案が浮上。 
・地域に開かれた学校とし、児童と地域の人が直接交流をもつことで、学習の 
相乗効果が現れることを期待した。 
・従来校舎のうち、北・西校舎は取壊し、南校舎は耐震補強をし残すこととした。 

図書館 
利用者 

児童 学童 
入所児童 

図書館 小学校 学童 

公民館 
利用者 
公民館 

８．

 図書館利用者　

＜配置図＞ 

埼玉県志木市

志木市立志木小学校
地域コミュニティに支えられた学社融合施設

・資料が豊富な公共図書館を学校の図書室のように利用 
 

・ハードとソフトを使い分けた柔軟な防犯対策 
 

・施設の相互利用により、児童と地域の学習活動の幅を拡大 

■学校規模／24学級684名 
  （特別支援学級 2学級含む） 
■複合施設（床面積）／ 

 小学校（10,489㎡） 
    公民館（1,704㎡） 
    図書館（1,034㎡） 
■整備時期／平成15年 
■構造／SRC造 地下2階 地上4階 

施設整備の背景 

施設の配置・動線 

＜立面図＞ 

・学校と図書館・公民館で棟や入口は違うものの、明確な区分はほとんどなく、 
図書館などは児童と地域が同じ時間に利用している。 普通教室棟と生涯学習棟をつなぐ 

２階テラスとブリッジ 

・志木小学校と、近接する公民館・図書館の建物の老朽化・耐震化問題の 
   解決策として、学社融合施設とする案が浮上。 
・地域に開かれた学校とし、児童と地域の人が直接交流をもつことで、学習の 
相乗効果が現れることを期待した。 
・従来校舎のうち、北・西校舎は取壊し、南校舎は耐震補強をし残すこととした。 

図書館 
利用者 

児童 学童 
入所児童 

図書館 小学校 学童 

公民館 
利用者 
公民館 

８．

 公民館利用者　
 小学校　  学童　  図書館　  公民館　



31第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

  平面計画上の特徴  

     相互活用・交流活動   
学校と社会教育施設の学社融合施設として、設備も
人も活用した独自のカリキュラムにより、学習内容
や活動の幅を広げる
＜図書館の活用＞
・小学校に図書室は設けず、資料の豊富な公共図書
館を活用（本の貸出しだけでなく、1日約3クラ
スが授業でも利用。）

　※校内の各階には、各学年の学習状況に応じた本を揃えた
チャレンジコーナーを設置

＜公民館や利用者の活用＞
・音楽室やPCルーム、ホール等は共有で使用
・小学校のクラブ活動や課外活動を、公民館の利用
団体が補助

     防犯対策   
あえて児童と公民館・図書館利用者との動線は明確
に分けず、大人の目で児童を守るという方針で運営
＜背景＞
・地域で学校の児童を守ろうという意識が強い
地区である（防犯対策については、予め地域
と話し合い、理解を得ている）

・教職員だけでなく複数施設の職員で一緒に児
童を見ている

・ガラス張りの壁等、見通しのよい施設であり、
目が届きやすい

＜その他防犯対策＞
学校の安全主任は図書館・公民館とも適宜打合せを
実施施設の管理運営委員会において危機管理マニュ
アルを作成常駐警備員の配置、3施設合同の避難訓
練・防犯訓練（年に3回）防犯監視カメラの設置（20
台）、利用者は入館証を着用全職員・教職員がＰＨＳ
を携帯

     施設関係者のコメント    
・創立140年の志木小学校は、昔から地域の人に
親しまれ、地域コミュニティに守られてきた小学
校である。

・図書館や公民館の利用者もある程度は顔見知りで
ある。

・児童が日常的に図書館や公民館を安心して利用で
きるのは、このような強い地域コミュニティが基
盤にあるためである。

校内のチャレンジコーナーには
専門職員が厳選した図書が並ぶ

地下の体育館の様子も、
公民館から見ることができる

小学校のテラスと図書館の入口が
近接する２階には警備員が常駐

児童による貸出し業務体験図書館
を利用する児童が多い

公民館の入口にある受付で
利用者を確認

見通しのよいガラス貼りの校舎

現
地
調
査

➡・公共施設の有効活用により、児童と地域の学習機会も
向上・日常的に公共施設を利用したり、地域の人と交
流したりすることで、自然と社会性が身に付く

➡・ハードとソフトを使い分けた柔軟な防犯対策をとること
で、児童の活動範囲を広げることができている

平面計画上の特徴 

管理・運営の体制 

※月曜日は公民館・図書館が 
共に休館日のため、小学校で 
貸切のように使用することが 
できる。 

 音楽室 

公民館内に小学校の
音楽室を設置 

学校時間外 
は施錠

公民館の入口 
受付で利用者を確認 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ 
ｺｰﾅｰ 

図書室に代わり 
読書ｺｰﾅｰを各階に設置 

児童の昇降口 
通学時以外は施錠 

利用者は入館証 
を身に着ける 

公民館へ 
通学時 

児童と利用者が 
接触しやすい場所には 
警備員が常駐 

       レインボーガーデン 

雨天も使える 
屋根付きのテラス 
（小学校のみ使用） 

学校側に児童書コーナー
を設置 

児童は校舎と図書館を 
自由に行き来ができる 

図書館 
利用者 

学校時間外は 
扉を施錠 

地域の人が訪れやすい
場所に職員室を設置 
（学校の様子も見える） 

生涯学習棟への 
連絡通路 

学校開放時は公民館と 
併せて管理ができる位置 

既存施設との 
階高の違いを解消 

※ 

※改築に伴い、校庭の面積が従来の半分程度の 
大きさとなったことから、運動不足を解消するために、 
身近で雨の日でも動き回れるテラスを設けた。 

１Ｆ 

２Ｆ 

３Ｆ 

（平成26年11月 志木市パンフレットを基に作成） 

施設 利用時間（平日） 所管 管理・運営 

小学校 教育委員会 教育委員会 

公民館 教育委員会 教育委員会 

図書館 教育委員会 教育委員会 

学童保育 
クラブ 首長部局 首長部局 

8 12 17 22 


